
















































































































































































































































































































































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.34)
	（4）	打ち方は左足をひらきながら竹刀を返して受け方の右面を打つ。
■	面返し右胴
	（1）	双方、遠い間合いで中段の構えから攻め会う。
	（2）	打ち方が強い気迫と闘志で攻めながら打ち間に入る。
	（3）	受け方が正面に打ち込む竹刀を、打ち方は右足を右斜め前に出しながら竹刀
の表鎬ですり上げるように応じる。
	（4）	打ち方は左足を引きつけて竹刀を返して受け方の右胴を打つ。
■	小手し面
	（1）	双方、遠い間合いで中段の構えから攻め会う。
	（2）	打ち方が強い気迫と闘志で攻めながら打ち間に入る。
	（3）	受け方が小手に打ち込む竹刀を、打ち方は剣先を開きながら下げ表鎬で応
じ、竹刀を返す。
	（4）	打ち方は前に出ながら正面を打つ。
5. 打ち落とし技の指導法
■	面打ち落とし面
	（1）	双方、遠い間合いで中段の構えから攻め会う。
	（2）	打ち方が強い気迫と闘志で攻めながら打ち間に入る。
	（3）	受け方が正面に打ち込む竹刀を、打ち方は竹刀を右方に大きく振り上げ打ち
落とす。
	（4）	打ち方はすかさず正面を打つ。
■	面打ち落とし面
	（1）	双方、遠い間合いで中段の構えから攻め会う。
	（2）	打ち方が強い気迫と闘志で攻めながら打ち間に入る。
	（3）	受け方の右胴打ち対して、打ち方は体を左にかわしながら打ち落とす。
	（4）	打ち方はすかさず踏み込んで正面を打つ。
5.「まとめ」
これまで「応用動作」の指導法ついて述べてきたが、これらは一部であり各指導者及
び道場において、いろいろと工夫され技能に応じた稽古を繰り返し行うことが重要で
ある。
≪	参考・引用文献	≫
1）（財）全日本剣道連盟：剣道試合・審判規則。
